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平成１８年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

〜
事業進捗内容

費用対便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

今後の事業の見通し 委員会意見等
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価
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理

由

全体事業概要と目的

H6

-
 1

 -

856 35.5%

H22 224 45.5%

【第５回委員会】
審議未了のため継続審議とす
る。
【第６回委員会】
当初計画と変更計画との比較に
ついて、説明が不足していた。
従って、これを説明できる資料
の提出をまって再審議とする。
【第７回委員会】
自然保護への配慮がされてい
ること、事業が相当程度進捗し
事業効果の発現を促す必要が
あることから事業継続を了承す
る。ただし、類似の事業につい
ては主として農業振興の視点か
ら、事業の推進に努め、また本
委員会への説明を期待するも
のである。

道路工 Ｌ＝２９７ｍ 平成１８年度現在、全
体事業費８５６百万円
となっており、当初計画
時点より２８０百万円の
増となっています。
事業費変更の内容
は、環境調査費の増や
路線変更に伴う用地買
収費や法面保護工事
費の増によるもので
す。
また、平成９年度に
上野新都市がオープン
し、当道路はそのアク
セス道路としても利用
され早期完成が望まれ
ています。

事業費の増はあるものの、
割引率が５．５％から４％に
変わったこともあり、平成６年
度事業採択時の費用対効果
分析結果は、１．３１でした
が、現時点では１．５０となり
ました。
また、農家のアンケートや
農業を考える会の議論結果
を踏まえ、将来的な営農をも
とに効果を算定しました。
他の公共事業からの残土
流用、再生材を利用した舗装
の実施や伐採木や根株を法
面緑化材として利用するな
ど、コストの縮減に努めま
す。

新しいルート案は、
当初より地域住民が
要望していたルート
案を、徹底した環境
調査と対応により、
自然環境に対応した
農道計画としたもの
です。
このため、早期完
成が強く望まれてお
り、平成２２年度には
完了する予定です。

②

【全体事業概要】
道路工 Ｌ＝２，３９０ｍ

899 35.5%

〜
【事業目的】
当地区は、伊賀米の産地とし
て付加価値の高い農業が営
まれています。
農業経営の安定化と併せて
農村環境の改善を図るた
め、農道の整備するもので
す。
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注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業


